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第第66回回地地方方自自治治研研究究全全国国集集会会２００３．�．１０
No.862 共同の力でたしかな地方自治を

２００３年１０月3日�～4日�
千葉県文化会館大ホール（ ）

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

組
合
事
務
所
い
っ
ぱ
い
に
保
育
士
さ
ん
た
ち
の
元
気
な

笑
い
声
が
響
き
ま
す
。
長
久
手
町
職
員
労
働
組
合
保
育
所

部
会
は
、
毎
週
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
各
園
代
表
者
だ
け

で
な
く
組
合
員
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
保
育
所

部
会
で
住
民
向
け
ビ
ラ
「
こ
ん
に
ち
は
ほ
い
く
え
ん
で

す
」
を
年
１
回
発
行
し
今
年
で
１７
年
目
を
数
え
ま
す
。

有
事
立
法
の
発
動
を
許
さ
ず

核
兵
器
廃
絶
を
日
本
か
ら
世
界
へ

平
和
の
波

豊
川
行
動

豊
川
市
職
員
労
働
組
合
は
、

今
年
も
夏
の
平
和
企
画
と
し

て
、
原
水
爆
禁
止
・
「
平
和
の

波
」
豊
川
行
動
に
８
月
６
日
か

ら
２９
日
ま
で
取
り
組
み
、
１４
回

目
を
む
か
え
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
と
豊
川
海
軍
工

廠
の
爆
撃
被
害
か
ら
平
和
を
祈

念
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
そ

の
と
き
ど
き
の
情
勢
に
あ
っ
た

企
画
を
考
え
、
今
年
は
、
無
法

な
イ
ラ
ク
攻
撃
が
行
わ
れ
た
情

勢
の
も
と
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の

被
害
を
取
り
上
げ
た
フ
ォ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
森
住
卓
さ
ん
の

「
イ
ラ
ク
・
湾
岸
戦
争
の
子
ど

も
た
ち
」
の
写
真
展
を
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

無
法
な
イ
ラ
ク

戦
争
に
怒
り

腹
水
を
抜
く
た
め
に
突
き
刺

し
た
針
の
痛
さ
に
泣
き
じ
ゃ
く

る
声
が
、
い
ま
に
も
響
い
て
き

そ
う
な
ベ
ッ
ド
の
う
え
の
少

女
。
治
療
す
る
薬
が
な
い
け
れ

ど
家
に
帰
る
こ
と
を
喜
ぶ
少
女

の
笑
顔
な
ど
、
展
示
パ
ネ
ル
２０

枚
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
は
、

「
核
兵
器
は
人
類
と
共
存
で
き

な
い
」
こ
と
を
、
そ
の
姿
で
訴

え
て
い
ま
す
。

親
子
連
れ
が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

に
よ
る
爆
撃
の
惨
状
を
じ
っ
と

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

組合事務所に集まる保育所部会のみなさん

「
今
年
の
住
民
ビ
ラ
は
３
月

に
発
行
し
、
中
日
・
朝
日
新
聞

に
折
込
み
１
万
２
３
０
０
枚
を

配
布
し
ま
し
た
。
」
こ
う
語
る

の
は
部
会
長
の
中
島
初
美
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
は
毎
年
９
月
頃

に
発
行
し
保
育
所
入
所
に
結
び

つ
け
る
目
的
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
ど
の
保
育
園
も
ほ

ぼ
定
員
い
っ
ぱ
い
で
も
う
少
し

時
期
を
ず
ら
し
て
発
行
す
る
こ

と
に
し
た
そ
う
で
す
。
ビ
ラ
の

内
容
も
毎
日
の
保
育
園
生
活
を

紹
介
し
た
り
、
そ
の
時
々
の
子

育
て
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
の
部
会
が
楽
し
み

「
組
合
事
務
所
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
入
れ
た
ら
、
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る

の
は
２
年
目
の
山
田
さ
ん
で

す
。
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

「
よ
り
良
い
保
育
を
す
る
た
め

の
活
動
を
組
合
に
参
加
し
て
で

き
る
っ
て
い
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。
保
育
所
部
会

は
５
ヶ
園
６０
名
で
組
織
さ
れ
、

毎
回
の
部
会
に
２０
名
近
い
参
加

者
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
は
秋

の
要
求
書
作
り
に
と
り
か
か
っ

て
い
ま
す
。

若
手
保
育
士
の
み
ん
な

中
央
が
山
田
さ
ん 長長

久
手
町町
職職
労
保保
育育
所
部部
会

町
内
に
１
２
、３
０
０
枚
配
布

住住

民民

ビビ

ララ

今今
年年
でで
１１７７
年年
目目

現
業
評
議
会

８
月
に
学
習
会

西
尾
市
職
現
業
評
議
会
が
８

月
２９
日
情
勢
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
市
職
簗
瀬
委
員
長
が

講
演
し
、
「
８
月
２８
日
、
西
尾

市
と
幡
豆
郡
三
町
（
一
色
・
吉

良
・
幡
豆
）
の
合
併
任
意
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
合
併

方
法
を
め
ぐ
り
早
く
も
意
見
が

分
か
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
西
尾
市
へ
の
吸
収
合
併
か

新
設
合
併
か
で
大
き
な
違
い
が

あ
る
こ
と
を
と
ら
え
て
ほ
し

い
」
と
賃
金
・
労
働
条
件
な
ど

職
員
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
し
ま
し
た
。

攻
撃
の
矢
面
に

市
民
病
院
が

ま
た
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法

の
施
行
に
向
け
て
「
身
分
が
公

務
員
で
な
く
な
り
、
究
極
的
自

治
体
リ
ス
ト
ラ
。清
掃
・
学
校
調

理
・
保
育
園
な
ど
現
業
が
ね
ら

わ
れ
る
。
市
民
病
院
も
直
営
で

こ
そ
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
臨

む
こ
と
が
大
切
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。
同
時
に
自
治
労
連
大
会

都
市
職
部
会
で
全
国
の
厳
し
い

攻
撃
の
話
に
ふ
れ
「
自
治
体
財

政
を
住
民
や
職
員
の
声
を
反
映

さ
せ
監
視
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
力
説
し
ま
し
た
。

組
合
に
団
結
し
て

独
自
課
題
も
追
求

最
後
に
今
年
の
確
定
の
決
着

は
半
月
ほ
ど
早
ま
る
こ
と
に
な

る
。
西
尾
の
独
自
課
題
に
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
九
八
・
四
を
引

上
げ
さ
せ
る
課
題
が
あ
り
、
ど

う
守
ら
せ
る
か
、
退
職
金
見
直

し
問
題
も
確
定
で
決
着
す
る
こ

と
に
な
る
。
組
合
を
大
き
く
し

て
賃
金
・
労
働
条
件
等
守
る
と

り
く
み
を
し
て
い
こ
う
。
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
職
場
点
検
し

な
が
ら
組
合
に
団
結
し
て
運
動

し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

西
尾
幡
豆
の
合
併
問
題
に
注
目
を

賃
金
改
善
の
約
束
を
当
局
に
守
ら
せ
よ
う

市市町町村村合合併併をを考考ええまませせんんかか

一宮町役場で早朝ビラ ８／２９

８
月
２９
日
早
朝
、
宝
飯
郡
一

宮
町
役
場
で
小
坂
井
町
職
労
の

仲
間
が
市
町
村
合
併
ビ
ラ
を
配

布
し
ま
し
た
。
東
三
河
地
区
協

議
会
と
し
て
未
組
織
自
治
体
職

員
に
知
ら
せ
る
と
り
く
み
で
し

た
。配

布
中
、
町
長
さ
ん
に
「
合

併
問
題
は
住
民
と
の
話
し
合
い

が
大
切
。
十
分
な
協
議
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
申
し
入
れ
。
町

長
さ
ん
か
ら
も
「
市
町
村
合
併

は
住
民
に
と
っ
て
も
重
要
な
問

題
。
住
民
合
意
に
基
づ
い
て
慎

重
に
す
す
め
た
い
」
と
友
好
的

な
話
に
な
り
ま
し
た
。

配布された市町村合併ビラ

２５分科会など
市 内 会 場

１１４４回回目目
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チ
ー
ム
優
勝

９
２５〜

全
国
大
会（
兵
庫
）で
の
活
躍
期
待

愛
労
連
と
自
治
労
連
が
と
り
く
む
第

８
回
機
関
紙
・
宣
伝
学
校
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
教
宣
担
当
に
な
っ
た
け

ど
機
関
紙
や
チ
ラ
シ
づ
く
り
の
基
本
や

技
術
な
ど
人
知
れ
ず
悩
み
な
が
ら
作
っ

て
い
る
担
当
者
も
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
苦
労
や
悩
み
に
応

え
、
読
ま
れ
る
待
た
れ
る
新
聞
や
効
果

的
な
宣
伝
物
作
成
を
め
ざ
し
て
学
習
し

ま
す
。
２
日
間
の
開
催
で
講
演
と
交

流
、
実
技
に
わ
た
り
企
画
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日

時

一
日
目

１０
月
１８
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
５
時

二
日
目

１０
月
１９
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
場

所

一
日
目

労
働
会
館
・
東
館
２
階
ホ
ー
ル

二
日
目

労
働
会
館
・
本
館
２
階
会
議
室

◆
内

容１８
日

記
念
講
演
「
マ
ス
コ

ミ
報
道
の
現
状
と
ミ
ニ
コ
ミ

の
役
割
」

桜
井

輝
治
さ
ん（
日
本
機

関
紙
協
会
常
任
理
事
）

１９
日

実
践
講
座（
６
講
座
）

◆
参
加
費

一
〇
〇
〇
円

弁
当
代
・
資
料
代

◆
申
込
み
は
愛
知
県
本
部
教
宣
部
迄

１０
月
１０
日
締
め
切
り

４年ぶりの優勝を決めた名古屋市職労チーム
昨年の実践講座参加者

８
月
３０
日
（
日
）
、
静
岡
県

・
渚
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た

第
１５
回
自
治
労
連
・
東
海
北
信

ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
で
名
古
屋

市
職
労
チ
ー
ム
（
オ
ー
ル
市
役

所
）
が
優
勝
し
、
全
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
第
一
試

合
、
三
重
県
・
尾
鷲
市
職
チ
ー

ム
と
対
戦
し
た
名
古
屋
市
職
労

チ
ー
ム
は
、
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し

た
選
手
が
盗
塁
で
チ
ャ
ン
ス
を

広
げ
試
合
の
主
導
権
を
握
り
、

５
回
７
対
０
で
コ
ー
ル
ド
勝

ち
。
決
勝
戦
は
伊
東
市
労
連
と

対
戦
。
緊
迫
し
た
投
手
戦
と
な

り
ま
し
た
が
、
２
回
裏
ワ
ン
チ

ャ
ン
ス
に
連
打
で
獲
得
し
た
２

点
を
上
村
投
手
の
力
投
で
伊
東

市
労
連
チ
ー
ム
を
０
点
に
押
さ

え
込
ん
で
優
勝
を
決
め
ま
し

た
。名

古
屋
市
職
労
チ
ー
ム
は
４

年
ぶ
り
の
優
勝
で
す
。
９
月
２５

日
か
ら
兵
庫
県
西
宮
市
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
で
の
健
闘
を

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
こ
え

投
手
を
中
心
と
し
た
守
備
と

次
に
つ
な
ぐ
攻
撃
で
接
戦
を
も

の
に
し
、
全
国
大
会
出
場
キ
ッ

プ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
選
手

一
同
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
お

膝
元
西
宮
市
で
の
試
合
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
一
つ
で
も

多
く
試
合
が
で
き
る
よ
う
、
一

致
団
結
し
て
全
力
で
プ
レ
ー
す

る
所
存
で
す
。

【愛知県本部のホームページ開設（８月２５日～）のお知らせ】
URL http ://www.jaichi.jp 今後は「あいちの仲間」も読めるようにしていきます。
Ｅメール info@jaichi.jp みなさんの身近な話題や取材要請をお待ちしてます。
〈詳しくは愛知県本部教宣部・鈴木まで〉

◆
入
院
中
の
７２
歳
の
お
じ
い

さ
ん
。
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
来
て

く
れ
る
妻
が
も
う
二
日
も
来
な

い
そ
う
で
す
。
自
宅
で
妻
が
倒

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心

配
で
様
子
を
見
て
来
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
入
院
中
の

患
者
さ
ん
が
妻
の
心
配
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
ど
う
思

い
ま
す
（
吉
見
久
美
枝
・
蒲
郡

市
職
）
◆
勤
務
交
替
し
て
一
ケ

月
暑
さ
に
負
け
ず
一
生
懸
命
ガ

ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
（
荒
島
ム
ツ

子
・
蒲
郡
市
職
）
◆
毎
回
「
ツ

ボ
の
話
」
は
た
め
に
な
る
ん
で

す
が
、
な
か
な
か
続
け
る
の
は

難
し
い
で
す
ネ
。
忘
れ
な
い
よ

う
に
机
の
上
に
切
り
抜
き
を
置

い
て
あ
る
の
に
…
。
今
回
の
答

え
の
よ
う
に
私
も
ケ
イ
タ
イ
を

買
い
換
え
よ
う
と
思
い
つ
つ
も

ま
だ
実
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
大
谷
恵
美
子
・
豊
橋
市
職

労
）
◆
今
度
の
人
勧
は
一
段
と

厳
し
く
な
る
。
働
け
る
だ
け
マ

シ
な
ん
だ
と
自
分
に
言
い
き
か

せ
て
ま
す
。
法
改
正
し
て
公
務

員
に
も
副
業
さ
せ
る
と
経
済
が

発
展
す
る
か
も
（
酒
井
学
・
瀬

戸
市
職
労
）
◆
最
低
賃
金
の
引

下
げ
反
対
、
せ
め
て
時
給
を
一

〇
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
の
運
動

に
賛
成
で
す
。
家
計
を
支
え
て

い
る
女
性
に
は
影
響
が
大
き
い

か
ら
（
鈴
木
博
史
・
蒲
郡
市

職
）
◆
や
っ
と
夏
が
め
ぐ
っ
て

き
た
と
思
っ
た
ら
、
残
暑
厳
し

く
身
体
に
こ
た
え
ま
す
・
・

（
春
日
井
由
子
・
春
日
井
市
職

労
）
◆
も
う
す
ぐ
二
学
期
が
始

ま
り
ま
す
。
ケ
ガ
や
病
気
に
気

を
つ
け
て
楽
し
く
働
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
職
場
は

と
っ
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
す
（
鈴
木
貴
子
・
瀬
戸

市
職
労
）
◆
マ
イ
ナ
ス
人
事
院

勧
告
反
対
、
皆
で
頑
張
ら
な
い

と
…
ダ
イ
エ
ッ
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト

で
は
体
が
も
ち
ま
せ
ん
（
青
山

良
子
・
春
日
井
市
職
労
）
◆
先

日
職
場
研
修
会
で
救
命
講
習
会

を
受
け
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
消
防
の
方
々

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
竹
岡
ゆ
か
り
・
瀬
戸
市
職
労
）

優勝
名古屋市職労チーム

職職
場
の
声声

２０

７０

名
古
屋

尾

鷲

伊

東

厳しい情勢にたちむかう方針を決定
第２５回自治労連定期大会

８
月
２５
日
か
ら
２７
日
の
３
日
間
、
自
治

労
連
全
国
大
会
が
、
高
知
県
立
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
一
一
〇
〇
人
を
超
え
る
代
議

員
や
傍
聴
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
の
橋
本
大
二
郎
高
知
県
知
事
は

「
自
治
労
連
の
み
な
さ
ん
と
も
懇
談
を
お

こ
な
い
、
耳
を
傾
け
て
き
た
。
地
方
自
治

を
守
る
と
り
く
み
は
厳
し
い
が
、
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
代
議
員
の
発
言
で
は
、
「
保
育
園
委

託
問
題
で
、
保
護
者
と
手
を
つ
な
ぎ
た
た

か
っ
て
い
る
」
（
岡
山
）
、
「
町
村
合
併

は
問
題
ば
か
り
で
解
決
に
な
ら
な
い
」

（
京
都
）
な
ど
、
厳
し
い
情
勢
で
の
下
で

も
、
果
敢
に
奮
闘
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

愛
知
か
ら
は
「
新
入
職
員
の
一
〇
〇
％

加
入
を
め
ざ
し
た
活
動
」
瀬
戸
市
職
労
上

四
元
代
議
員
、
「
賃
金
闘
争
、
住
民
と
の

共
同
し
た
た
た
か
い
の
教
訓
」
県
本
部
書

記
長
の
長
坂
代
議
員
、
「
国
政
と
名
古
屋

市
政
の
住
民
泣
か
せ
の
行
政
運
営
に
審
判

を
」
名
古
屋
市
職
労
大
橋
代
議
員
の
３
人

が
発
言
し
ま
し
た
。
愛
知
か
ら
、
三
宅
一

光
（
名
古
屋
市
職
労
）
書
記
長
、
公
企
評

・
山
本
雅
之
（
名
水
労
）
、
青
年
部
・
小

川
薫
（
岩
倉
市
職
）
、
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ

ク
柳
進
（
県
本
部
）
中
央
執
行
委
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た

岩
倉
市
職

（
８
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

中
村

定
秋

副
執
行
委
員
長

長
谷
川
洋
二

同

堀

巌

書
記
長

岡

茂
雄

書
記
次
長

天
野

貞
彦

豊
橋
市
職
労

（
８
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

佐
藤

清
純

副
執
行
委
員
長

西
郷

賢
谷

同

中
木

勇

同

榊
原

正
志

書
記
長

村
松

一
成

書
記
次
長

小
野
田
俊
弥

新
役
員
紹
介

上四元さん（瀬戸市職労）

元気いっぱいの愛知代議員団（高知県立体育館）

長坂さん（県本部）

大橋さん（名古屋市職労）


